
○週休⽇と祝⽇が重なった⽇に学校⾏事を実施する場合 

 

週休日と祝日が重なった場合は、週休日として取り扱うこととなっています。しかし、週休日

の振替等を⾏っても「祝⽇」が残ってしまいます。この場合、休日の代休日のが指定できるので

しょうか？？ 

 

 

 
休日の勤務について 

 

 

１ 週休日と祝日が重なる日に勤務をさせる場合の取扱は、次の３通りが考えられる。 

 （１）週休日の時間外勤務手当で対応（教員は手当の支給なし） 

 （２）週休日の振替をし、休日の勤務手当で対応（教員は手当の支給なし） 

 （３）週休⽇の振替かつ休⽇の代休⽇の指定による勤務命令 

 

現実的には２の対応となる…（高知県の知事部局において（３）の取扱いはしていない） 

 

２ しかし週休日の振替を⾏っても依然、当該日は祝日となる。そのため、祝日（休日）に教

員に勤務を命ずる場合は、時間外勤務と同様「超勤４項目」の場合であって、臨時または緊

急やむを得ない必要があるときに限られる。 

  

 

３ よって、「公⽴学校の教育職員の給与その他の勤務条件の特別措置に関する条例」第 6 条第

2 項第 2 号の規定及び「平成 11年 9 月 22 日_11 教職第 299 号_「公⽴学校の教育職員の

給与その他の勤務条件の特別措置に関する条例の施⾏について（通知）」の⼀部改正について

（通知）」により当該⽇に⾏事を⾏うことは可能であるが、通常の週休⽇とは異なる「週休日

と祝日が重なる日」であることを理解したうえで学校⻑は慎重に判断する必要がある。 
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○公⽴の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法 

 〜略〜 

 

○公⽴の義務教育諸学校等の教育職員を正規の勤務時間を超えて勤務させる場合等の基準を定め

る政令 

 〜略〜 

 

 

○公⽴学校の教育職員の給与その他の勤務条件の特別措置に関する条例   

 

(教育職員の正規の勤務時間外の勤務等) 

第 6 条 教育職員(管理職⼿当を受ける者を除く。次項において同じ。)については、正規の勤務

時間(公⽴学校職員の勤務時間、休⽇及び休暇に関する条例(平成 6年⾼知県条例第 46 号)第 3 条

から第 6 条までの規定による勤務時間をいう。以下同じ。)の割振りを適正に⾏い、原則として時

間外勤務(正規の勤務時間外の勤務をいい、休日等(給与条例第 18 条の 2 の規定により休日勤務

手当が教育職員以外の職員に対して支給される日をいう。次条第 1 項において同じ。)における正

規の勤務時間中の勤務を含むものとする。次項において同じ。)は命じないものとする。 

2 教育職員に対し時間外勤務を命ずる場合は、次の各号のいずれかの業務に従事する場合で臨時

又は緊急にやむを得ない必要があるときに限るものとする。 

(1) 校外実習その他生徒の実習に関する業務 

(2) 修学旅⾏その他学校の⾏事に関する業務 

(3) 教職員会議に関する業務 

(4) 非常災害の場合、児童又は生徒の指導に関し緊急の措置を必要とする場合 

  



 


